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▼目標達成に向けた施策・事業一覧 

基本方針 施策・事業 

基本方針１ 

地域公共交通

のサービス水

準の見直し 

[1-1] 
路線バスのサービス水準

の見直し 
運行ダイヤの見直し 

[1-2] 
乗合タクシーのサービス

水準の見直し 

運行ダイヤの見直し 

停留所の見直し 

基本方針２ 

持続可能な地

域公共交通ネ

ッ ト ワ ー ク の

構築 

 

[2-1] 路線バスの路線の見直し 路線の見直し 

[2-2] 
乗合タクシー運行エリア

の検討 

交通空白地への乗合タクシー導入検討 

乗合タクシーの利用促進 

[2-3] 
運転手確保に向けた支援

の実施 
運転手確保に向けた広報支援 

[2-４] 自動運転バスの導入促進 本格運行に向けた実証実験の継続的な実施 

[2-５] 
新たな移動サービスの検

討 
新たな移動サービスの導入可能性を検討 

基本方針３ 

交通結節機能

の強化 

[3-1] 
松橋駅の交通結節拠点と

しての整備 

松橋駅周辺を交通結節拠点として整備 

鉄道、路線バス、乗合タクシーの接続強化

（[1-1][1-2]関連) 

[3-2] 
小川駅・三角駅の結節 

機能の強化 

鉄道、路線バス、コミュニティバス、乗合タク

シーの接続強化（[1-1][1-2]関連) 

小川駅のパークアンドライドの推進 

基本方針４ 

地域公共交通

の 利 用 促 進 ・

意識の醸成 

[４-1] 利用機会の創出 
地域公共交通の利用促進策の実施 

周辺自治体と連携した取り組みの実施 

[４-2] 
免許返納者への利用促進

策の見直し 
免許返納者への支援内容の見直し 

[４-３] 
地域公共交通に関する 

情報の発信 

市の広報紙での情報発信の継続 

SNS を活用した情報の提供 

地域公共交通 MAP の作成 

基本方針５ 

地域公共交通

と他分野の連

携 

[５-1] 
地域の交通資源との 

連携検討 

スクールバスとの連携可能性の検討 

医療・宿泊・商業施設との連携可能性の検討 

[５-2] 観光分野との連携強化 

観光と連携した地域公共交通活用検討 

三角駅から三角西港までの移動サービスの

検討 

  

目標達成に向けた施策・事業 7 
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基本方針１ 地域公共交通のサービス水準の見直し 

 

[1-1]路線バスのサービス水準の見直し 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域、周辺自治体 

運行ダイヤの見直し 

○路線バス利用者の移動実態やニーズを把握し、ニーズに応じた運行ダイヤに見直します。 

○各交通モード間の円滑な乗り継ぎを実現するため、各交通モードの接続強化を図ります。 

○運転手が不足している状況も踏まえた、適切なサービス水準での運行を目指します。 

 

[1-2]乗合タクシーのサービス水準の見直し 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

運行ダイヤの見直し 

○利用ニーズに応じた運行本数・時間帯に見直します。 

○各交通モード間の円滑な乗り継ぎを実現するため、各交通モードの接続強化を図ります。 

○運転手が不足している状況も踏まえた、適切なサービス水準での運行を目指します。 

○利用者・交通事業者双方のニーズを踏まえ、予約受付時間帯についても検討します。 

停留所の見直し 

○一般タクシーとの差別化を図りつつ、乗合タクシーの利用者のニーズに応じて停留所を見

直します。 
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基本方針２ 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築 

 

[2-1]路線バスの路線の見直し 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域、周辺自治体 

路線の見直し 

○利用人数が少ない路線を見直します。 

路線の見直しに当たっては、下記に設定する存廃基準に示す条件のいずれかを下回った

場合に、見直しの検討を実施します。 

 

■路線バスの存廃基準 

・平均乗車密度が 1.0 人未満 

・1 日当たりの輸送量 5.0 人未満 

運行ルート 平均乗
車密度
（R6） 

1 日あ
たり輸
送量 

（R6） 
起点 経由地１ 経由地２ 終点 

松橋駅前 山崎橋 堅志田（旧道） 砥用中央 1.2 10.9 

宇土本町２丁目 山崎橋 堅志田（旧道） 砥用中央 2.1 2.1 

松橋産交 宮原 八代駅前 八代産交 1.4 14.2 

松橋産交 大口 三角病院 三角産交 0.6 4.0 

宇土駅前 西城の浦 松橋駅 松橋産交 1.2 0.6 

宇土駅前 西城の浦  松橋産交 2.7 4.0 

三角産交 東港 赤瀬（三角） 宇土駅前 0.7 4.0 

三角産交 三角港入口 さんぱーる さんぱーる 0.7 2.7 

さんぱーる 大矢野庁舎前 三角産交 三角防災拠点センター 1.0 8.0 

さんぱーる 大矢野庁舎前 三角西港前 三角産交 1.1 2.2 

松橋産交 鏡四つ角 大村 八代市役所前 0.8 6.5 

松橋産交 宇土駅前 川尻市道 県会議事堂前 8.5 27.2 

水道町 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 6.3 59.2 

桜町バスターミナル 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 2.7 6.4 

北窪 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 7.2 18.7 

桜町バスターミナル 元三町 宇土駅東口 松橋産交 5.4 25.3 

桜町バスターミナル 田迎 城南 松橋駅 5.5 24.7 

桜町バスターミナル 田迎・イオン 城南 段鶴 5.7 3.4 

桜町バスターミナル 田迎・イオン 城南 下安見 6.6 3.3 
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[2-2]乗合タクシー運行エリアの検討 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

交通空白地への乗合タクシー導入検討 

○交通空白地に対して、乗合タクシー等の導入を検討します。 

○各地区にヒアリング調査を実施し、地区のニーズを把握し、ニーズに応じて導入します。 

○既存の導入地区においては、必要に応じて運行エリアの拡大を検討します。 

 

▲交通空白地の分布（再掲） 

 

乗合タクシーの利用促進 

○乗合タクシーの利用者増加に向けた、利用促進を図ります。 

具体的には、利用者の掘り起こし等、広く情報を発信することで利用促進を図ります。 

 

[2-3] 運転手確保に向けた支援の実施 
実施主体 市 

対象地域 市全域 

運転手確保に向けた広報支援 

○運転手確保の支援のため、広報支援などを実施します。 

持続可能な地域公共交通の構築には、運転手の確保が重要です。市ホームページや市広報

資料等で運転手募集情報を掲載し、運転手確保への支援を行います。 
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[2-４]自動運転バスの導入促進 
実施主体 市、交通事業者、関係事業者 

対象地域 小川町 

本格運行に向けた実証実験の継続的な実施 

○自動運転バスの本格運行に向けて実験を継続的に実施します。 

令和 6 年 12 月 18～24 日の期間に、自動運転バスの実証実験を実施しました。 

7 日間の実証実験では、延べ 343 人が乗車し、アンケート調査では、「危険を感じなかっ

た」といった好意的な意見があった一方で、技術の信頼性（安全性）、高コスト等の課題も

確認されました。 

課題を解決に向けて、実証実験を繰り返し実施し、将来的なレベル 4 での運行を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲実証実験の様子 

【アンケート調査結果】 

  
▲安全性の評価 ▲自動運転サービスに対する支持 

（宇城市民の回答を抽出） 
 

 

[2-５]新たな移動サービスの検討 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

新たな移動サービスの導入可能性を検討 

○日本版ライドシェアまたは公共ライドシェア等の新たな移動サービスの導入可能性を検討

します。 

新たな移動サービスの導入可能性の検討に当たっては、以下の観点から検討を行います。 

  ・地域のニーズに合致しているか 

  ・既存のサービスと役割が重複していないか 

  ・人材やコストの面から持続可能なサービスであるのか 
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基本方針３ 交通結節機能の強化 

 

[3-1] 松橋駅の交通結節拠点としての整備 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 松橋駅周辺 

松橋駅周辺を交通結節拠点として整備 

○松橋産交の結節機能の松橋駅への移転に伴い、松橋駅周辺を交通結節拠点として整備し

ます。 

○バス車両の待機スペースの確保、周辺道路の安全強化等を推進します。 

 

 

▲松橋駅 

鉄道、路線バス、乗合タクシーの接続強化（[1-1][1-2]関連) 

○各交通モードの接続を強化することで、乗り継ぎの利便性向上を図ります。 

 

 

 

 

[3-2]小川駅・三角駅の結節機能の強化 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 小川駅周辺、三角駅周辺 

鉄道、路線バス、コミュニティバス、乗合タクシーの接続強化（[1-1][1-2]関連) 

○各交通モードの接続を強化することで、乗り継ぎの利便性向上を図ります。 

 

  

▲小川駅 ▲三角駅 
 

小川駅のパークアンドライドの推進 

○小川駅周辺で、パークアンドライドの駐車場を整備し、公共交通の利用促進を図ります。 

○パークアンドライド駐車場と公共交通の定期券、両方を利用することによるインセンティブ

の付与等、利用促進策も検討します。 
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基本方針４ 地域公共交通の利用促進・意識の醸成 

 

[４-1]利用機会の創出 
実施主体 市、交通事業者、周辺自治体 

対象地域 市全域 

地域公共交通の利用促進策の実施 

○地域公共交通に関する利用促進策を実施し、地域公共交通の利用機会の創出を図ります。 

・児童や高齢者を対象としたバスの乗り方教室 

・高齢者を対象とした乗合タクシーの利用促進策 等 

 

  

▲バスの乗車体験会（R4） ▲バスの乗車体験会（R5） 

 

 

周辺自治体と連携した取り組みの実施 

○周辺自治体と連携した取り組みを実施し、市外への広域な移動においても地域公共交通

の利用を促進します。 

 
 

▲バス・電車無料の日のチラシ ▲半額パスのチラシ 
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[４-2] 免許返納者への利用促進策の見直し 
実施主体 市 

対象地域 市全域 

免許返納者への支援内容の見直し 

○免許返納者のニーズを把握し、支援内容を見直します。 

現在、運転免許返納者に対して、「くまモンの IC カード」(1,500 円分使用可能)を進呈し

ていますが、「くまモンの IC カード」の利用状況は把握できていない状況です。 

そのため、運転免許返納者のニーズを把握し、適切な施策へ見直しを図ります。 

参考：周辺自治体の運転免許返納者への支援 

熊本市 

熊本市内を運行する AI デマンドタクシー（チョイソコくまもと西南・チョイ

ソコくまもと植木）について、料金を１００円/日に割引 

※６５歳以上の免許返納者 

※料金支払いの際に「運転経歴証明書」、「申請による運転免許の取消通知

書」、「免許返納者割引乗車証」のいずれかを提示 

八代市 八代市内で運行している「乗合タクシー」の運賃半額割引 

宇土市 

『電動アシスト付自転車の購入費の一部助成』  

６５歳以上の人で、次の全てに該当する人に費用の一部を助成します。 

①市税等の滞納がない人。  

②この事業の助成を受けていない世帯の人。 

③宇土市内の販売店で購入した人。 

④年に３回開催する自転車安全利用講習会を受講する人。 

●助成件数 ： １回の講習で１０件程度 (先着順) 

●助 成 額 ： 購入費の３分の１ (上限２万円) 

※免許返納日から申請日まで１年を経過していない人は上限４万円。 

『コミュニティーバス(行長しゃん号)の割引』 

６５歳以上の人で運転免許証を自主返納された方が、「免許返納割引乗車

証」を発行された場合、運賃が半額(１５０円→８０円)になります。 

※ 有効期限は発行日を含め２年間です。 

上天草市 

『上天草市高齢者運転免許証自主返納支援事業』  

上天草市の住民基本台帳に記載されている満６５歳以上の方で、免許を自

主返納し、免許取消しの日から起算して６か月以内の方に対し、次のいずれ

か 1 点を一人につき 1 回限り交付。 

（１）くまもん IC カード 2,０００円分（保証料５００円を含む。）  

（２）乗合タクシー利用券 2,０００円分（１００円券×２０枚） 

美里町 

『運転免許証自主返納者対策事業』  

平成２９年 4 月 1 日以降に運転免許証を自主返納した方 美里バスで利

用可能な専用回数券を交付２００円１０枚綴りを 1 冊とし、免許証自主返納

者 1 人に対し、5 冊（1 万円相当）を 1 回限り交付 

氷川町 

『氷川町高齢者等福祉タクシー料金助成事業』  

氷川町に居住の方で、町税の滞納がなく、運転免許を持たない７５歳以上 

のみで構成され、前年度の市町村民税が、非課税世帯の方。 助成額は、年 

12,０００円(５００円券２４枚）  

※免許返納者限定ではありません。 

▲周辺自治体の運転免許証自主返納者への特典 

出典：熊本県HP「市町村による特典」令和 6年 12月 3日現在より作成 
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[４-３] 地域公共交通に関する情報の発信 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

市の広報紙での情報発信の継続 

○地域公共交通に関する情報を広報紙で発信します。 

令和 5 年 10 月号の広報「ウキカラ」から、「使ってみよう公共交通」を隔月連載しており、

現在第 10 回となっています。 

地域公共交通の情報を引き続き発信するために、継続して連載を実施します。 

 

▲使ってみよう公共交通（第 9回） 

出典：広報「ウキカラ」（令和 6年 12月号） 

SNSを活用した情報の提供 

○市の公式 SNS を活用して、地域公共交通の情報を発信し、利用促進を図ります。 

地域公共交通MAPの作成 

○松橋産交の機能移転に伴い、バス路線網が変わるため、新たに地域公共交通 MAP を作成

します。MAP には、鉄道、路線バスのみでなく、乗合タクシーの情報も記載します。 
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基本方針５ 地域公共交通と他分野の連携 

 

[５-1]地域の交通資源との連携検討 
実施主体 市、交通事業者、関係事業者 

対象地域 市全域 

スクールバスとの連携可能性の検討 

○スクールバスとの連携可能性を検討します。 

現在、市内では児童・生徒専用のスクールバスを運行していますが、限られた交通資源を効率的

に活用するために、地域の特性に合致した方法でスクールバスとの連携可能性を検討します。 

 

愛媛県大洲市の事例 【スクールバスと路線バスとの連携】 

 
群馬県下仁田町の事例 【コミュニティバスとの車両の共通使用】 

 

▲他都市の活用事例 

出典：地域の関係者による連携・協働にカタログ（国土交通省） 
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医療・宿泊・商業施設との連携可能性の検討 

○医療、宿泊、商業施設との連携可能性を検討します。 

医療施設や介護施設、宿泊施設等が独自で送迎サービスを実施している状況にあります。 

分野横断的に連携することで効率的な移動サービスの提供が期待されるため、連携可能性を検

討します。 

また、商業分野においては、地域公共交通での来訪者に対してインセンティブを付与する等、公

共交通の利用を促す施策を検討します。 

 

千葉県我孫子市の事例 【病院・自動車教習所の送迎への混乗】 

 

▲医療施設・自動車教習所との連携事例 

出典：地域の関係者による連携・協働にカタログ（国土交通省） 

 

 

▲商業施設との連携事例 

出典：熊本バス株式会社 HP 
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[５-2]観光分野との連携強化 
実施主体 市、交通事業者、関係事業者 

対象地域 市全域 

観光と連携した地域公共交通活用検討 

○三角西港をはじめとした市内の観光資源と連携し、市外からの来訪者へも公共交通の利

用を促進します。 

 

▲路線バスを用いた観光企画券 

出典：＠KASSE JAPAN HP 

※路線バスの旅 

貸切バスでなく、高速バス・路線バスなどの乗車券と各施設利用券がセットになったお

得な旅 

三角駅から三角西港までの移動サービスの検討 

○三角駅から三角西港までの移動サービスを検討します。 

世界文化遺産に登録されている三角西港ですが、三角駅からの移動手段は主に路線バス

か一般タクシーのみとなっています。 

地域公共交通での来訪を促進するために、三角駅からの移動サービスを検討します。 

 
▲観光客をターゲットにした乗合タクシー 

出典：一般社団法人 倉吉観光MICE協会 HP 
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事業の実施スケジュール 

 

 

 

 

 

  

R7 R8 R9 R10 R11

2025 2026 2027 2028 2029

地域公共交通のサービス水準の見直し

[1-1]路線バスのサービス水準の見直し

[1-2]乗合タクシーのサービス水準の見直し

持続可能な地域公共交通ネットワークの構築

[2-1]路線バスの路線の見直し

[2-2]乗合タクシー運行エリアの検討

[2-3]運転手確保に向けた支援の実施

[2-4]自動運転バスの導入促進

[2-5]新たな移動サービスの検討

交通結節機能の強化

[3-1]松橋駅の交通結節拠点としての整備

[3-2]小川駅・三角駅の結節機能の強化

地域公共交通の利用促進・意識の醸成

[4-1]利用機会の創出

[4-2]免許返納者への利用促進策の見直し

[4-3]地域公共交通に関する情報の発信

地域公共交通と他分野の連携

[5-1]地域の交通資源との連携検討

[5-2]観光分野との連携強化

取組み

適宜実施

検討・適宜実施

検討・調整

検討・適宜実施

調査・検討

検討・調整

適宜実施

適宜実施

適宜実施

適宜実施 本格運行

必要に応じて導入

実施

適宜実施

見直し

適宜実施

検討・調整

実施

実施

適宜実施


